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第１章 総合計画とは 

１．計画の意義と位置づけ 
 

2006 年 1 月に誕生した三豊市（以下「本市」という。）は、合併時に

策定した「新市建設計画」を包含し、さらに発展させた「三豊市新総合計

画」（2009 年度～2018 年度）に基づき、『“豊かさ”をみんなで育む市

民力都市・三豊』をめざすべき将来像として、市民の皆さんとともにまち

づくりを進めてきました。 

一方で、地方から都市部への人口流出や少子高齢化の波は、今もなお、

社会保障費の増大、経済や雇用環境の低迷など、地方における共通課題を

引き起こしています。 

こうした状況が続く中、地方に「ひと」や「しごと」の流れをつくり、

「まち」の活力を取り戻す“地方創生”の動きが全国で始まっています。 

本市においても、人口減少問題は最重要課題であり、この高きハードル

を乗り越えるために、「三豊市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2015

年度～2019 年度）（以下、「総合戦略」という。）の策定により、新総合

計画を補完し、人口減少問題の克服に向け、重点的かつ横断的に事業を展

開しているところです。 

この先も厳しい予測が続く人口減少に立ち向かうため、総合戦略で掲げ

た全体テーマや施策を踏まえ、さらに持続発展する自治体であり続けるた

めの方向性や戦略を「三豊市第 2 次総合計画」（以下、本計画という。）で

明らかにします。 

市政運営の最上位計画である本計画を新たなまちづくりの設計書とし

て、心豊かな人を育み、未来に夢を抱くことができる「まちの将来像」を

市民の皆さんとともに実現してまいります。 
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２．計画の構成と役割 

本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」で構成します。 

 

 

（１）基本構想（長期 10 年間） 

基本構想は、本市がめざす「まちの将来像」を明らかにし、その実現に

向けた市政運営を行う上での、各分野における目標や方針などを示してい

ます。 

2019 年度から 2028 年度までの 10 年間を計画期間とします。 

（２）基本計画（中期 5 年間） 

基本計画は、基本構想で示した目標や方針に基づいて展開する施策につ

いて、取り組み内容や成果指標などを示しています。 

2019 年度から 2023 年度までの５年間を前期基本計画、2024 年度

から 2028 年度までの 5 年間を後期基本計画の計画期間とします。 

（３）実施計画（短期 3 年間） 

実施計画は、基本計画で示した施策の取り組み内容に基づいて実施する

具体的な事業内容や事業費、財源などを明らかにするものであり、別途策

定します。 

計画期間は、当該年度を含む３年間としますが、毎年度点検・見直しを

行います。 

 

（年度） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028
基本構想

基本計画
（中期）

第9期

実施計画
（短期）

第3期

第2期

第1期3年間

10年間

前期5年間 後期5年間

第8期

第7期

第6期

第5期

第4期
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３．計画の進め方 

変わりゆく時代の潮流をとらえ、市民ニーズや地域課題に迅速かつ柔軟

に対応できるよう、短期的・中期的な目標設定に基づき、予算編成を含む

事業計画を立て（ＰＬＡＮ）、計画に基づく効率的かつ効果的な事業を展

開し（ＤＯ）、事業実施後には成果や事業効率の検証を行い（ＣＨＥＣＫ）、

次年度以降の事業計画の見直し・改善（ＡＣＴＩＯＮ）へとつなげること

で、将来像の実現に向けた取り組みを進めていきます。 

また、このＰＤＣＡサイクルを毎年繰り返し行うことにより、将来像の

実現に向けての進捗状況が把握でき、効率的かつ効果的な事業実施が可能

となります。 
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第２章 社会の動向 

（１）大切な生命と豊かな地域資源を守り抜く強いまちへ 

2011 年に東北地方で発生した東日本大震災をはじめ、2016 年の熊

本地震、2018 年の大阪府北部地震など、各地で地震による被害が発生し

ています。 

また、平成 30 年 7 月豪雨災害により、土砂災害、河川の氾濫等が広範

囲にわたる大規模な被害を引き起こすなど、全国各地で安全・安心な暮ら

しを脅かす災害が発生しています。 

これらの自然災害に対して万全に備え、大切な生命や豊かな地域資源を守り

抜くことが最も重要であり、そのための強靱なまちづくりが求められています。 

（２）先端技術とともに未来を描く 

急激なスピードで進化を続ける情報化社会にあって、日常生活における

高速大容量通信やＷｉ-Ｆｉ※1、スマートフォンなどは当たり前のものと

なり、ＡＩ※2やＩｏＴ※3といった先端技術までもが浸透をはじめています。 

近い将来には、「シンギュラリティ※4」と呼ばれる、ＡＩが人間を超える

時代の到来も予想されており、この先の技術革新は、豊かな暮らしの実現

に向けた課題の克服や可能性の開拓において、欠かせないものとなること

が見込まれます。 

これらの技術と私たちが、ともに未来のまちをつくるパートナーとなる

日はすぐそこまで来ています。 

（３）国境や文化の壁を越える 

近年、都市部だけでなく地方でも外国人観光客をみかけることが当たり前

になりつつあり、全国各地で大きなインバウンド※5消費が生まれています。 

「モノ消費」から「コト消費」への移行により、海外のマーケットニー

ズも変化をみせる中、これまで以上の新たな訪日外国人やリピーター※6の

                                                      
※1 無線通信を利用してインターネットに接続すること。 
※2 人工知能。 
※3 モノのインターネット。様々なモノ（物体）に通信機能を持たせ、インターネットに接続し

たり相互に通信することにより、自動認識や自動制御、遠隔操作などを行うこと。 
※4 技術的特異点。人工知能により、技術が持つ問題解決能力が高度化し、人類に代わって文明

の進歩の主役になる時点のこと。 
※5 訪日外国人旅行。 
※6 繰り返し訪れる人。 



 

 
第１編 計画策定にあたって 

 

6 
 

 

獲得に向けて、魅力的な観光商品の提供はもとより、サービススキルの向

上や人手・宿泊施設不足の解消、輸送力の確保など、対応すべき課題は数

多くあります。 

また、観光のみにとどまらず、各産業における外国人の登用や国際的な

文化交流など様々な場面で急速にグローバル化が進み、多様な人材による

活躍の場が増えています。 

今後、地方においても海外を視野に入れたマーケティング分析や人材確

保が、地域経済に好循環をもたらす要になると考えられています。 

（４）首都圏への人口集中からみえる地域の魅力 

戦後の経済復興に伴う地方からの人口流入により、人口シェアを拡大し

た首都圏の人口は、高度経済成長期の到来と同時にさらにスピードを上げ

て増加しました。 

地方から首都圏への人口流出は、経済成長の波と相まって加速と鈍化を

繰り返しながらも、依然として続いており、特に若い世代の流出による

様々な業種における労働力不足は、地方にとって大きな問題となっています。 

このように地方から首都圏へ人が流れる構図が長年続く中、地方に人を

とどめ、さらに呼び込むためには、首都圏にはない地域の魅力づくりや産

業成長による経済の拡大が必須です。 

本市においても、豊富な地域資源の価値を再認識し、特性を生かした独

自の取り組みを展開することで、人が集い、にぎわいが生まれるまちをめ

ざしていくことが必要です。 

（５）自分らしく生きる 

現代社会では、人々の関心や嗜好の広がり、結婚観の変化などに伴い、

家族のあり方が大きく変わってきています。 

また、家庭や職場、教育など様々な場面において、性別のあり方が見直

されつつあり、セクシュアル・マイノリティ※7など性の多様化を認め合う

社会の形成が進んでいます。 

自分らしさを実現する上で、特に働き方がライフスタイルに与える影響

は大きく、それぞれに思い描くワーク・ライフ・バランス※8を実現する寛

容な社会づくりを進めていく必要があります。 

                                                      
※7 性的少数者。 
※8 仕事と生活の調和。 
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誰もが自分らしく暮らすことができるまちをつくるために、まずその一

歩として、一人ひとりが目の前の相手に寄り添う心を持つことが大切です。 
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第３章 三豊市の概況 

１．地勢と気候 
本市は、香川県の西部に位置し、南部から南東部にかけては讃岐山脈の

中蓮寺峰・若狭峰などの山間地があり、北東部は大麻山・弥谷山、西部に

は七宝山（志保山）などの山々があります。北西部には瀬戸内海に突き出

た荘内半島があり、その南側には砂浜の美しい海岸線が続いており、粟島・

志々島・蔦島などの島しょ部もみられます。 

中央部には三豊平野が広がり、東部から西部に向かって財田川、東部か

ら北部に向かって高瀬川などの河川が流れ、豊かな田園地帯を形成してい

ます。また、三豊平野にはため池が多数点在していることも地勢の大きな

特色となっています。 

総面積は 222.73 平方キロメートルで、県下 17 市町のうち、高松市

に次いで２番目の面積規模となっています。 

気候は、瀬戸内式気候に属し、降水量は年間 1,200 ミリメートル前後、

平均気温は摂氏 16～17 度となっており、温暖な気候に恵まれています。 
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２．人口 

全国的に人口減少が進行する中、2015 年の国勢調査による本市の人口

は 65,524 人で、本市が誕生した 2006 年からの 10 年間で約 5,500

人（約 7％）の減少となっています。 

本市における人口減少は、出生数が減少傾向にありながら、死亡数が大

きく増加していることによる大幅な自然減と、転入数・転出数はともに減

少しつつも転出数が転入数をわずかに上回る社会減によるものです。 

このような自然減・社会減による人口の減少に歯止めをかけるためには、

出生数の低迷の解消に向けて、子どもを生み育てやすいまちづくりを進め

るともに、定住の地として選ばれるまちへ向けた施策を展開していくこと

が必要です。 

 
自然増減・社会増減の推移と人口推計 

転出数が転入数を 
常に上回る状態 

死亡数の大幅増加と 
出生数の低迷 
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年齢 3 区分別人口でみると、本市の経済を支える労働力となる生産年齢

人口は、1985 年の 50,064 人から 2015 年には 35,192 人になり、

さらに 2035 年には、25,893 人と 50 年で半数近くまで減少が進む予

想となっています。 

年少人口は、1985 年の 15,256 人から 2035 年には 5,469 人とな

り、50 年で約 64％が減少する見込みとなっています。 

65 歳以上の老年人口は、1990 年に年少人口を上回り、2020 年には

ピークを迎えます。それ以降は、人口規模の縮小とともに減少するものの、

高齢化率は 1985 年の 16.6％から 2035 年には 39.3％と大幅に上昇

し、本市の人口構造は大きく変わり続けることが予想されます。 

 

資料：（～2015 年） 総務省「国勢調査」 

（2020 年～）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

※年齢「不詳」は除く。そのため、年齢３区分別人口の合計は、総人口と一致しない。また、高齢化率

は、年齢「不詳」を除いた総人口を分母とする。 

老年人口＞年少人口 

高齢化率 30％突破 

年齢 3 区分別人口と高齢化率の推移・推計 

男女計 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

年少人口（0～14歳） 15,256 13,232 11,282 9,997   8,920   8,346   7,754   7,148   6,627   6,047   5,469   4,999   4,597   

生産年齢人口（15～64歳） 50,064 49,201 47,286 44,515 42,254 39,478 35,192 32,165 29,660 27,717 25,893 23,203 20,849 

老年人口（65歳以上） 12,961 14,832 17,277 18,970 20,006 20,623 22,441 22,874 22,417 21,466 20,317 19,755 18,933 

高齢化率 16.6% 19.2% 22.8% 25.8% 28.1% 30.1% 34.3% 36.8% 38.2% 38.9% 39.3% 41.2% 42.7%

総数 78,282 77,284 75,845 73,494 71,180 68,512 65,524 62,187 58,704 55,230 51,679 47,957 44,379 



 

 

第２編 基本構想 

（2019 年度～2028 年度） 

 

 
基本構想では、めざすべきまちの将来像や、その実現に向けた基本的な施策の大綱

を示すことで、新たな 10 年間における本市のまちづくりの長期的展望を明らかにし

ています。 
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第１章 まちの将来像 

１．まちの将来像 

 

 

本市誕生以来、地域で築き上げられてきた歴史や伝統文化に育まれた市

民の力で、まち全体に豊かさやにぎわいがあふれる郷土がつくられてきま

した。 

一方で、首都圏への人口集中や出生数の低迷がもたらす人口減少・人口

構造の変化は、私たちの生活に大きな影響を与えています。 

このような現状の中、未来に向かって持続・発展するまち三豊を実現さ

せるためには、市民の皆さんと一丸となり、「総力戦」で挑み続けるほかあ

りません。 

決して一極集中型のコンパクトシティをめざすのではなく、地域の特性

や一人ひとりの個性を活かした三豊ならではの「Only One」をつくりな

がら、これから待ち受けている多くの課題に対し、市民とともにチームみ

とよとして心ひとつに立ち向かっていこうという決意のもと、「One 

MITOYO」を本市がめざす将来像として掲げます。 

また、何よりめざすべきは、安全安心な暮らしの中、豊かさを実感し、

夢や希望を叶えることができる市民一人ひとり「One」の実現です。 

10 年後、さらにその先の「未来」で、子どもたちが自由に夢を描き、

かなえるための“豊かさ実感都市”を、「今」を生きる私たちみんなの手

でつくっていきましょう。 
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２．人口目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の策定にあたり、63,500 人＋という人口目標を掲げます。現在

の人口である 63,500 人を維持し、＋には「さらなる人口増加」と「交流

人口・関係人口の拡大」の２つの意味を持たせています。 

人が集まるまちには、豊かさや人が育ちます。また、確保した財源によ

って、多様なニーズや変わりゆく社会情勢にも迅速に対応できる市政運営

が可能となります。 

これまでも、高い人口目標を設定することで、予測を大きく上回る人口

を確保し、まちのにぎわいを実現してきたように、減少する人口予測をた

だ受け入れるだけの縮小思考では、持続・発展し続ける三豊の未来を描く

ことはできません。 

本市は今後 10 年間、人口の維持、さらには増加という高みをめざし、

勢いを持って人口減少に立ち向かいます。 
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第２章 基本目標 

本市が将来像の実現に向けて達成すべき 4 つの分野別目標と、それぞれ

の分野で展開する政策を示しています。 

 

（１）基本目標①【産業・交流】にぎわいが地域を元気にするまち 

 

本市が持つ多様な特性・資源を改めて磨き直し、農林水産業、商工業を

はじめとする地場産業の安定的かつ継続的な振興を図るとともに、人や企

業の地域内への流入・参入の促進に向けた取り組みの展開、新たな雇用の

創出や人材の確保・育成に努めます。 

また、国内外に向けて三豊の魅力を発信し、人やモノが地域内外を自由

に行き交うことにより、豊かさが生まれるまちをつくります。 

 

政策：①農業・林業 ②水産業 ③観光 ④商業・工業 ⑤交流 

 

 

（２）基本目標②【教育・文化・人権】知・体・心を育み、自分らしく暮らせるまち 
 

次代を担う子どもたちの「たくましく生きる力」を育成するため、確か

な学力、健やかな体、豊かな心を育む学校教育を推進するとともに、スポ

ーツ分野での可能性を広げるための環境整備や、市民の主体的な生きがい

づくりにつながる生涯学習の拡充に努めます。 

さらに、郷土の誇りである歴史と文化の継承を図りながら、多様性を認

め合う社会の形成により、すべての人権が守られ、自分らしく暮らせるま

ちをつくります。 

 

政策：①就学前教育・保育 ②学校教育 ③スポーツ ④生涯学習 

⑤郷土歴史・文化 ⑥青少年育成 ⑦人権尊重社会 ⑧男女共同参画社会 
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（３）基本目標③【健康・福祉・医療】子どもが健やかに育ち、生涯笑顔で過ごせるまち 

 

子どもからお年寄りまで市民一人ひとりが、伸びやかに成長し、互いに

支え合い、助け合うことができるまちには、元気や笑顔があふれています。 

子どもたちがまっすぐ育つための地域ぐるみのサポート体制を強化す

るとともに、誰もがいくつになっても心身ともに健康で暮らすことができ

るまちをつくります。 

 

政策：①子育て ②健康 ③児童福祉・地域福祉 ④高齢者福祉 

⑤障がい者福祉 ⑥医療 ⑦社会保障 

 

（４）基本目標④【暮らし】人と自然が守られる定住のまち 

 

近い将来、大地震による大きな被害の発生が予想されており、大切な生

命や豊かな地域資源を守ることができる強いまちであり続けなければな

りません。 

さらに、暮らしの安全・安心を守る防災体制の整備・充実や交通安全活

動の推進、防犯体制の強化、そして豊かな自然環境の維持を図り、定住の

地に選ばれる誰もが暮らしやすいまちをつくります。 

 

政策：①防災・消防 ②生活 ③環境・衛生 ④移住・定住 

⑤安全・安心 
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第３章 基本方針 

基本方針は、市民とともに行うまちづくりや、基本目標の実行と達成に

欠かすことができない戦略的な行財政運営など、本市のまちづくり全体を

支える基礎的取り組みとなるものです。 

 

（１）基本方針①市民が可能性を切り開くまちづくり 

 

情報通信技術の革新や経済のグローバル化など、社会情勢が急速に変化

するとともに、市民が求める豊かさも多様化・複雑化してきています。そ

の上、人口減少や少子高齢化により人口構造が大きく変化する中では、行

政が公共サービスを一手に担う従来の制度では、市民ニーズを的確に把握

し、高い水準でのサービスを提供し続けることが困難となりつつありました。 

そこで、本市では合併以来、市民の主体的なまちづくり活動を促し、環

境分野や教育・福祉分野を中心に確実に進展し、これまで行政が担ってき

た公共サービスの一部を、市民自らの手によって実施する「新しい公共」

が誕生しました。 

また、市民によるまちづくりは、希薄になりつつある地域社会の互助・

共助機能の強化につながり、ふるさと三豊への愛着や定住意向の強まりが

期待されています。 

この先、自分たちのまちは自分たちの手でつくる・守るという意識がこ

れまで以上に浸透していくことはもちろんのこと、地域間・業種間での積

極的な連携により、これまで取り組んできた地域活動が多角的な広がりを

みせ、継続していくことでさらなる豊かさが生まれると考えています。 

 

（２）基本方針②効率的で健全な行財政運営 

 

近年の人口減少や高齢化の急速な進行により、市税等の財源の縮小や社

会保障費等の増加が続いています。 

また、市民ニーズの多様化・複雑化への対応や、今後、更新時期のピー

クを迎えることとなる公共施設の適正配置など、将来に向けた本市の課題

は多くあります。 

限られた財源の中、これらの多くの課題を解決していくためには、工夫

を凝らした財源確保や徹底したコスト意識と管理のもと、「選択と集中」

による事業展開や民間企業の経営感覚を取り入れた行政運営を進めてい

くことが重要です。 
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そして、変わりゆく市民ニーズや社会動向に、迅速かつ的確に対応でき

る行政組織としてのレベルアップ、適正な情報公開・発信による透明度の

高い事業実施により、未来に向けて持続・発展可能なまちをめざします。 
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第４章 まちづくりマップ（ゾーニング） 

本市には、各地に個性ある歴史・文化や地域資源が存在しています。し

かし、限られた財源の中では、市域全体を俯瞰し、各地域の特性に応じた

集中的な事業投資を行うことで、その魅力を最大限に生かし、さらに拡大

することが可能となります。 

ゾーニングによる各施策のすべてが、市内全域において機能し合うこと

で、本市におけるまちづくりマップの完成となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


